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ア
ダ
ム
@
ス
、
ミ
ス
の
生
涯
及
其
著
作

(
其
三
)

武

藤

長

寂

第

九

節

日免

年

前
節
に
逃
ぺ
し
如
〈
ス
ミ
ス
は
英
大
著
者
。
包
吾
え

Z
己目。
5
出

版

後

千

七

百

七

十

六

年

四

σロ『
mHH
又
ロ
と
日
内
の
山
岳

月
倫
敦
を
後
し
五
月
に
蘇
闘
の
郷
里
百
円

r
g一
々
じ
蹄
り
五
月
よ
り
十
二
月
ま
で
時
々
開
門
出
干

に
旅
し
た
以
外
に
は
郷
里
自
己
お
と
仏
、
を
出
で
な
か
っ
た
。

し
か
し
彼
は

思

を

倫

敦

に

馳

せ

て

母

の

健

康

に

し

て

詐

す

に

至

ら

ば

家

郷

を

離

れ

て

再

び

倫

敦

に

出

で

む

都

令

に

よ

り

で

は

倫

敦

を

永

住

の

地

Q
R
B巴】
O
E
1
2
0
。
ご
ο弘
己

0
5
0
)
さ
な
さ
む
乎
さ
も
思

う
た
事
が
あ
る
。

そ

れ

は

最

近

倫

敦

に

比

較

的

長

く

滞

在

し

た

結

果

倫

敦

に

親

し

み

を

生

ド
レ
ス
ト
-
プ

ρ

ン

(ωggロ
)
其
他
友
人
生
す
が
倫
敦
に
居
る
か
ら
で
あ
る
。

久

ミ

只

が

四

月

倫

敦

を

去

っ

た

後
λ

ト

ラ

ρ

ジ
は
屡
々
・
宮
日
を
寄
せ
て
倫
敦
の
政
況
を
報

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
生
涯
及
並
(
詩
作

一O
三



高

菜

さ

経

済

一O
四

じ

九

月

十

六

日

附

の

書

翰

に

は

ス

ミ

久

の

伶

款

に

出

で

来

ら

な

事

を

待

つ

意

味

に

で

母

堂

の

健

康

が

足

下

の

蛍

地

に

蹄

り

来

ら

る

¥
J

事

を

妨

げ

ぎ

ら

む

事

を

望

h
u

旨
を
書
い
て
居
る
。

又
母
堂
を
件
う
て
来
ら
れ
て
は
如
何
ご
記
し
て
居
る
。

印
ち
其
一
節
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

(
ν
1
氏
ス
ミ
ス
侍
第
三
百
十
五
頁
良
一
照
)

=
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〕
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H
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O
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Z
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f
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ロ
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Z
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5
H
吋

o
z
Z
4
g
Q
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O
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日
μ
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l
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R
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ゲ
ロ
吋
円
】
白
河
田
山
口

F
U
1
R
o
u
ヴ

丘

町

mH]口
問
}
凶

R
J
4巳
ロ

O円四】
0
2
4
吉

見

5
0
4
0
げ

叩

門

出

U
F司
戸
門

F
町

民

5
0
0門
}
】

R
E
F・

H
H
ν
E一旬、可
C戸

。
伊
司

r
R
F
O
H
O
M勺
忠
良
己

8
5
1
5
8
g
o向
日
}
可

F-U己
》

JJ4rQ
仏

Q
ロ

O門
向
。
品
目

M
Y
2
m
g
g
o
H
S
ω
Y
Q切
1
2
Z
O
R
o
o
-一
c
p
p門
同
一
ユ
向
。
臼

EU1

8
5
0
同

2
5
白
山
。
.
3

ス
ミ
久
は
九
月
に
書
翰
争
ニ
ハ
ト
一
プ
/、

y

に
送
、
9
十

一

月

に

は

倫

敦

に

出

る

考

で

あ

る

さ

告
げ
た
、
然
る
に
そ
れ
を
二
グ
月
延
し
た
。

そ
れ
は
大
著
惑
の
結
局
め
の
疲
労
の
結
局
め
に
彼
自

身
の
健
康
が
未
だ
回
復
せ
や
倫
静
養
を
要
し
た
か
ら
で
あ
る
。

恐

ら

く

は

彼

は

そ

れ

よ

り

も

長

〈

延

期

す

る

筈

で

あ

っ

た

さ

思

は

る

〉

が

彼

の

大

著

の

第

二

段

を

出

す

必

要

上

倫

敦

に

行

く

事

乏

な

っ

て

千

七

百

七

十

七

年

の

一
月
に
は
早
く
既
に
彼
は
倫
敦
に
在
っ
た
。

エ』

し
て
出
門
広
ω「
(

い

0伊
?
Z
0
5
0
に

返

さ

∞
口
出

MLrω
円
円
め
の
け
に
宿
を
ご
っ
た
。

而

し

て

千

七

百

七

十

七

年

三

月

十

四

日

の

文

亭

倶

楽

部

(
H
L
R
g
q

。
手
)
の
己
5
2
に

列

席

し
可
。
κ
を
初
め
ご
し
て
の
F
t
o
p
の
ミ

PFHwqgEω
し
。
r
g
o♂
出
口
「

row-ル
問
。
円
々
の
の
等
が
相
合
し
た
。
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IIe 
enlarged 
very 
convincingly 

u
p
o
n
 
thc 
excellence 

of 
rhyrne 
ov
己r
blank verse 

in 
English 
poetry. 
1
 mentioncd 

lo 
h
i
m
 

that 
Dr. 
A
d
a
m
 Srnith，
 in 
his 
lectures 
u
p
o
n
 composition，

 wh
e
n
 1
 studicd 
undcr 
h
i
m
 in 
the 
College 
of 
G
l
a
s
g
o
w，
 ha
d
 main-

tained 
the 
s
a
m
e
 opinion 

strenuously，
 a
n
d
 
1
 repeatcd 
s
o
m
e
 of 
his 
arguments. 

Johm:on :“
Sir，
 1
 ，'Sas 
0
凹
c
in 
c
o
m
p
a
n
y
 

with 
Smith ，
 an
d
 w
e
 did 
not 
take 
to 
eユc
h
other; 
but，
 hu
a
 
1
 kn
o
w
n
 that 
h
e
 loved 
r
h
y
m
e
 as 
m
u
c
h
 as 
y
o
u
 
lell 
m
e
 hc does，

 

1
 should have 

h
u
g
g
e
d
 him. "
 

く
Boswell
:
 Life 
of 
J
o
h
凶
on，
vol. 
1. 
p. 
2
M
.
)
 

~出"-'"lt 
wcre 
to 
bc 
wishcd 
that 
he 
h
a
d
 
imitatecl 
that 
great 

Jllun 
iu"every 
respect，
 an
d
 h
a
d
 
not 
fol1o
w
e
d
 the exarnplc 

of 
Dr. 

A
d
a
m
 
Smith，
 in 

ungraciOt~sIy 
attacking 

his 
yenerab1c 

A
l
m
a
 Mater，
 Oxford. 
It 
must，
 however，
 b~ obscrvcd 

that 
he 
is 

m
u
c
h
 1ess 
to 
blame t11an 

S
m
i
t
h
:
 
he 
on1y 
objects to 

certain 
particulars-; 

Smith to 
the 
wholc 
institution
，
 though 
inclebted 
for 

ll1u
c
h
 of 
his 
learning 
to 
a
n
 exhibition 

w
h
i
c
h
 he enjoyecl 

for 
m
:
m
y
 years 

:1t
 Ba1liol 
College. 
Ncith
巳r
of 
thern. 
however，

 wi
l1 

d
o
 a
n
y
 hurt 
to 
the 
noblest 
University 

in 
the 
world. 

(Doswell 
Life 
of 
John50n，
 Vo1. 
II. 
p. 
5
5
0，
 foot 
note 
4.) 
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R
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恒
戦
加
盟
穏

1
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1
く

Dr. 
Johnson，
 Mr.
 E
d
m
u
n
d
 B
l1rke，
 Dr. 
Nugent; 

M
r
.
 
B
e
a
l1cIerk，
 Mr.
 
L
a
n
g
t
o
n，
 Dr. 
Goldsmith，

 

M
r
.
 
C
h
a
m
i
e九
時
Sir
J
o
h
n
 Hawkins

緋
~
f
u
\
Ç
'
\
ど
(Boswe

I
l
榊

Life
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r
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室
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J
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興
d
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悼
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1
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Naiura
1i
sts' 
Society !

.
2
お
い
十
兵
同
十
111

~止
1
1
1
~
十
!
巴
E
習
Q
縫
憎
む
殺

John
Y
.
 
L
o
c
k
h
a
r
t
 

G
 純
-
<
~
 N
 otes 
o
n
 the 
Li
た
T
i
m
e
s
a
n
d
 
I~e'ics 
of A
d
a
m
 S
m
i
t
h
を
0
1
結
己
目
〉
'

日
e
w
a
s
 ac1
mitted 
a
 m
e
m
b
e
r
 of 
the 
famous 
Literary 
Club of 
Johnson
，
 Garrick，

 Bu
r
k
e
 a
n
d
 
Sir 
Joshua 
Reynolds，

 anc1， 

in 
this 
connection，

 it 
is 
interesting 

to 
k
n
o
w
 that 
Professor 

Shield 
Nicholson of Edinburgh 

is 
the 
fortunate 

possessor 
of 
the 

copy of 
the 
first 
edition 
of 
the 
"
V
f
弘
lth
ゲ
Natiolls，"

presentecl 
h
y
 A
d
a
m
 Smith to 

Sir 
Joshua，
 au
d
 that 
Professor Ni. 

cholson 
haS 
very 
kindly 
offered 
to 
lencl 
i t. 

り
o
~
 m
 "-/" 

D
e
a
n
 Barnard，

 also 
a
 me
m
b
e
r
 of 
the 
famous 
Literary 
Cluh，
 wrote 
s
o
m
e
 lines 
in 
w
h
i
c
h
 he mentioncd 

Smith anc1 
othcr 

members. 

“If 
1
 have thoughts 

and 
can't 
express 'em，

 

G
i
b
b
o
n
 shall 
teach 
m
e
 h
o
w
 to 
dress 
'cm 

111 
foml sclect 

a
n
d
 terse 



一「。
-
E
Z
u
n
r
E
O
B
O円H
g
q
己
己
の
円
。
。
F

∞g
z
v
r
o巧
門

O
F
E
r・
国
ロ

poHM044
吉

田

旬

g
y

K
M
ロ
仏
国
g
z
n】
R
r
円。。。ロ
42M0・=

J 
」。(

附
註
〉

右〕「。
-
5
4・
H
b口
5
5ュ
氏
の
講
演
の
原
稿

Z
C【
2
2
3
5
己「
o
d
g
g
pコ
白
河
内
ロ

S

L
〉
合
E
F
E
P
は
忍
が
ス
ミ
ス
の
郷
里
往

訪
の
際
H
C
E
M
-
-
H
b口
f
y
p
同
門
氏
よ
リ
借
用
し
て
其
お
し
与
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
打
大
し
て
持
ち
時
つ
れ
も
の
で
あ
ろ
。

な
た
右
H
b
o
r
t
E
兵
日
紹
介
し
六
の
は
同
色
ロ
ゲ
ロ
円
ち
の
砕
設
士
宮
円
・
7
E
出
・
問
。
E
話
。
田
氏
で
、
な
た
同
時
護
士
に
紹
介
し
れ
の
は
-
一

ヨ

bwy
シ
殺
授
で
あ
っ
土
。
右
し
ず
]
M
D

〈
・
H
b
n
]
内
宮
弘
氏
の

2
0円
何
回
の
聴
お
ら
河
上
長
氏
に
御
貸
し
穴
の
に
墓
、
品
亡
、
同
教
授
は
経
済
論
叢
第
五

谷
第
三
就
に
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
停
拾
出
品
』
私
立
し
一
見
に
近
著
『
資
本
主
義
経
決
円
借
り
史
的
遊
民
』
に
も
引
用
さ
れ
士
。

ス

ミ
ユ
は
千
七
百
七
十
七
年
(
安
永
六
年
)
の
多
く
ケ
倫
款
に
滞
在
し
た
様
で
あ
る
。

ぞ

れ

は

彼

の

大

著
J

そ
の
と
与
え

Z
主目。ロ
ω

の
第
二
版
を
印
刷
し
其
現
は
れ
れ
U

事
。
ぜ
待
っ
た
の
で
あ
る

が
、
千
七
百
七
十
八
年
ま
で
は
第
二
版
は
出
な
か
っ
た
。

し

か

し

ス

ミ

ス

は

十

二

月

前

に

郷

旦
同
区
内
g
E可
に
鼠
っ
た
。

業
開
に
彼
は
蘇
図
税
務
司
令
。
B
B
U巳
o
p
o
円
。
町
内

5
5
2
2
m
g
z
g仏
)

に

推

薦

さ

れ

な

さ

す

る

報

知

を

ノ

ー

ユ
卿
(
戸
。
三

Z
R
F
)
よ

b
受
取
づ
た
。

か
く
只

ミ

久

を

蘇

図

税

務

司

(の
O
B
E
U
ω
一。ロゆ円。円

n
gぢ
ヨ
ω
一
口
∞
の
0
2門
戸
口
弘
)

に
推
薦
し
た
の
は

ノ

ス
卿

(
F
o
え

Z
2吾」

で
あ
っ
た
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
止
涯
及
業
等
作

一O
七



商

業

さ

経

涜

一O
入

ア

ー

チ

バ

Y

ド
・
メ
シ
ヂ

1
ス
兵
(
戸
内
「

-
p・の
E
E
E
E
oロ
Ng)
が

死

ん

だ

か

ら

其

後

任

に

λ

ミ

λ

を
息
・
げ
む
ご
し
た
の
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
含
推
薦
し
た
の
は
り

z
f
ミ
ロ
ロ
の
の
一
2
m
r
及
出
。
ロ
ミ
ロ
ロ
E
S
(
円
。
三
〉
己
〈
O
O
P
R
F
円∞の
0
?

]
何
回
口
弘

ご
し
て
や
国
時
内
問
に
列
し
た
る
人
)

等
で
あ
る
さ
普
通
総
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
買
際
有

カ
な
り
し
も
の
は
他
に
あ
る
。

印
ち
ノ

1
λ

卿
(
戸
。
丘

Z
oユ
一
戸
)
は
大
波
大
臣

((リ]戸山口の
O

一-oH1。
炉申、

ユH
O

何リハの
r
m
A
C
O
円
)
叉
総
理
大
臣

(pzo
忌
日
目
阿
佐
門
の
ふ
た
り
し
関
係
上
千
七
百
七
十
七
年
及
千
七
百
七

十

入

年

珠

算

案

3EmoH)
編
製
上
ス
ミ
九
の
大
著
(
当
主
任
。
「

E
Z
oロω)
に
負
ふ
庭
あ
り
し
故
、
其

著
者
た
る
ス
ミ
ス
に
酬
ゆ
る
が
魚
め
に
蘇
図
税
務
司
に
推
胤
や
し
た
の
で
あ
る
さ
見
る
の
が

正
蛍
で
あ
る
ご
侍
へ
ら
れ
て
居
る
。

又
ス
ミ
ス
自
身
が
害
時
昨
日
主
出
口
に
贈
っ
た
書
翰
に
よ

れ
ば
、
蘇
図
税
務
司
に
推
さ
れ
た
の
は
主
ざ
し
て
サ
・
グ

レ

!

ク

1

バ

l

兵

(ω
一円

p
q
c
o勺の
「
)

の
蛮
力
に
よ
る
も
の
で
、
氏
は
千
七
百
六
十
五
年
以
来

∞めの円。

z
q
H
O
己】の、円円。
ω
ω
Z
3
1

の
臓
に
あ

、
り
、
従
て
ノ

l
λ

卿
の
股
肱
ご
し
て
珠
算
編
成
上
大
に
役
立
っ
た
人
で
.
米
図
に
鈍
す
る
戦
争

(〉戸】
J
O
ユ
の
さ
さ
R
)
を
継
続
す
る
に
必
要
な
る
費
用
支
弊
上
、
財
政
政
入
念
喰
加
す
る
免
め
に
、
千

七
百
七
十
七
年
ニ
ッ
の
新
し
き
租
税
を
課
す
る
事
を
目
論
見
し
上
に
、
ス
ミ
ス
の
大
著
は
会

考
さ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

詳
し
き
事
は
レ

1

氏
著
ス
ミ
ス
侍
仁
明
で
あ
る
。

(
同
書
第
三
百



二
十
頁
以
下
参
照
)

要
之
ス
ミ
サ
ハ
が
蘇

図
税
務
司
に
捻
摩
さ
れ
た
の
は
千
七
百
七
十
七
年
十
一
月
中
な
り
し

如
く
で
あ
る
が
、
震
際
臓
に
就
き
し
は
千
七
百
入
十
年
に
入
り
て
後
の
事
で
あ
っ
た
。

--、、
レ〆

氏
ス
ミ
ス
傍
第
一
二
百

二
十
一
頁
及
同
書
三
百
二
十
一

頁
所
載
千
七
百
七
十
八
年
二
月
五
日

附
ヂ
ヂ
シ

バ
ラ
よ
り
ス
ミ
ス
が
倫
敦
の
害
時
時
ス
ト
ラ
./、

ン
に
宛
て

し
書
翰
等
多
照
)

カコ

て
彼
は
居
を
エ
ヂ
シ
バ
ラ
に
移
す
事
さ
な

っ
た
。

ニ1:.

ヂ
Y

パ
ラ
に
於
け
る
彼
の
住
宅
は
の

g
g
m
p
g
の

3
5
5
5
E。=ω
の
ご
務
す
る
ス
ミ
ス
の

L
川
H

ω

-

M

J
H
N
H
F
t
 

H
i
p
c
D】
己
「
。

家
の
住
居
で
あ
っ
た
家
で
あ
る
。

彼
は
其
母
及
び
従
姉
妹

原口
ωω

ロ
ocm-s
三
共
に
住
む
だ
口

又
数
ヶ
月
遅
れ
て
彼
の
従
弟

(の
o
ロ
ω
一ロ)
(
け

0]80-
ロ
ocm一日
O
町

m
g
p
g丘
町
、
の
末
子
(
ヨ
ロ
ロ
向
日
付
ω
O
ロ)

も
法
律
家
た
ら
む
さ
し
て

向
学
校

(ω
の
]
同

o
o
-
P
E
C
F
m
o
)
に
遮
ふ
免
め
に
兵
家
に
来
り
住
h
u

だ
、
こ
の
青
年
は
後
年
に
九
ミ

ス
の
相
続
人
三
な
っ
た
。

彼
の
死
後
共
家
に
は
ア
バ

ー

デ

イ

ン
伯
偉
夫
人
(
の
。
ロ
ロ
R
Z
え

〉
σ
2・己

mg)
が
住
む
事
ぎ
な
っ
た
。

実
家
は
A
1
倫
存
し
、
私
も
先
年
エ
ヂ
ン

バ
ラ
の
の
ど
ぢ
ロ
mmw円。

n
r
z一・の]戸

の
牧
師
の
案
内
に
よ
り
て

-̂ 

、
ス
の
墓
地
の
外
に
、
其
住
家
で
あ
っ
た
さ
講
す
る
家

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
生
涯
及
業
者
作

一O
九



陸
続
中
J
製
民

1
1
0
 

~
!
民
ど
。
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む
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~\今年JラJ
時
時
4

キ1
お
み
や
ど
終
台
'
十
干

J
営
判
(
総
Q

ffi:'総

，~ ~_!Il~ -
N
)
険
〉
段
。
ぃ
!
と
〉
包
み
，
.
c
¥
~
 
.fu' 
¥-Q 
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Canongate 
"
誌
い
T
h
e
N
e
w
 Il
lustratcd 

G
は
le
to 
E
d
i
n
b
u
r
g
h
 b
y
 J
o
h
n
 Reid 
!.!.包ぷ

Q
兵
〉

総
~
o
/
Ù
Z
い
自
主
持
。

F
o
u
n
d
e
d
 in 
1
1
2
8
 b
y
 D30vid 

1.，
 the 
B
u
r
g
h
 of 
C
3ol1o
l1gatc 
oec
3om
c
 in 
time 
the 
resiue
l1ce 
of 
th
巴
Court，
a
l1d
 as 
such 
w
a
s
 

f
a
m
e
d
 
i l1 
SO
l1g
 for 
its 
beautifuI 

w
o
m
e
n
.
 

i域!.2
rg
制
mijま
<
l
民，
，
出
〉
'

T
h
e
 battlemellted 

arch 
gatew
3oy
-
N
e
t
h
e
r
b
o
w
 Port-spanncd the 

street，
 3ol1d
 c
m
p
h
3otic
3olIy
 divided 
the 
largcr 
1
r
o
m
 the 
smal-

ler 
b
u
r
g
h ，
 for 
th
巴
C
a
n
o
l1gate
w
a
s
 altogether 

inclepencle
l1t
 of 
the 
c
3opital，
 h:tving 
a
 market cross，

 a Tolbooth，
 al1d
 a
 munici-

p
l 1i
ty 
01 
its 
own. 
Originally 

a
 v
i1l3og
己
fo:mclccl
o
y
 the 
A
b
b
o
t
s
 
a
n
d
 C
1l1011S 
of 
Holyroocl，

 it 
b
巴C
司m
e，
in 
cours
巴
of
time，
 the 

“
Court 
QJarter，" 

a
l1d
，
 as 
such，
 says 
C
h
a
m
b
ε
r
s，“
it 
has 
borne 
U
p
O
l1 
its 
p
ぇv
e
m
e
n
t
the 
burclen 
of 
a11 
th30t 
w30s 
b
回
utiful
ancl 

gall
3ollt，
 an
u
 a11 
th30t 
h30s 
b
c
c
o
m
c
 historically 

intcrcsting 
in 
Scotla
l1cl 
for 
th
巴
bst
sevcn 
hundrecl 

ye
3ors." 
Little 
w
o
n
d
e
r，
 then，
 

tl
1:1t
 the 
C
a
n
Olな
p.tc，
a
n
d
 
particuhr1

y
 its 
inh
3obita
l1ts，
 sh0111cl 
h;tvc 
bcen 
favourite 

subjects 
with thc 

m
n
s
c
 of 
old. 
1n 
a
 

“
Satirc 
O
I1 
Court 
L30clies
ヘ
lhe
poct 
Fcrgusso

l1 
infonus 
tlS 
t1
n
t
-

“
T
h
c
 1assics 
0' 
thc 
Canongatc，

 

O
h，
 thcy 
arc 
wondrolls 

uicc，
 

T
h
c
y
 willner 
givc 
a
 single 
kiss 

But 
for 
a
 double price." 

Du'th 
Lcfurc 
ancl 
after 
Qlleen 
Mary's 
time ，
 thc 
Canollgate 

suffcred 
sevcrcly 
at 
thc 
hancls of the 

E
lJglish，
 so lhat，
 notwith-

staudiug 
its 
u
u t1
0ubtcd 
anti(luily，
 ils 
appcar

日llCC
110W 
li1U
己t
c1
irfcr 
considcrabiy 

f
1
0
m
 t11at 
of 
thrcc 
hUlldred 

ycars 
ago. 



四

何門
H
E
C
P
【]出口ユハ
O

(

H

吋凶匂
l
O
吋)

は
千
七
百
人
十
三
年
(
天
明
三
年
)
十
一
月
グ
ラ
ユ
ゴ

I

大
卒
の

総

長

に

選

ば

れ

ロ

E
H含
ω

の
後
ぞ
縫
ぐ
事
ざ
な
り
、
千
七
百
入
十
四
年
四
月
蘇
図
に
来

h
J
j
ミ

日
ム
に
合
ひ
行
動
を
共
に
し
た
。

其

精

し

き

事

は

v
ー
氏
九

ミ

久

停

第

二

十

七

宰

ス

亡T

ツ

ト

-
ブ
ジ
ド
に
於
け
る
バ

ー
グ
(
出
三
宮
山
口
∞
の
O

円一
S
F
H吋∞品
iH吋
∞
印
・
)
に
詳
述
し
て
あ
る
。

同
己

E
g
三
回
日
}
内
O

は
ス
ミ
ユ
を
務
揚
傘
敬
し
て
、
英
博
亭
多
識
(
〈
E
-
8
5山
口
問
)
に
し
て
深
玄
な

る
迎
解
カ
(
市
門
O

守口

ECHH仏の
B
E
E
E
m
)
を
持
ち
し
事
、
又
其
著
述
の
重
要
な
る
債
位

(
m
R
P
二日間
}
Q
?

円山口のの).

又
彼
・
の
心
情
・
は
彼
の
頭
脳
の
如
く
‘
良
く
他
に
其
類
を
多
く
見
ざ
る
珍
し
き
人
物
に

し
て
、
又
只

、
久
の
態
府
民
は
不
思
議
に
も
快
成
を
他
人
に
奥
へ

る
云
々
、
ご

バ
ー
ク
は
ス

、
ス

営
詳
し
て
居
る
。

レ

1
氏
若
ス

ミ
ザ
ハ
停
に
は
回
目
的
目
安
ロ
F

え
ロ
ミ
ro
よ

b
引
用
し
て
右
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

(

V

1

氏
只
ミ
只
傍
第
三
百
入
十
五
百
〈
多
照
)

(
附
註
)
パ
ー
ク
ハ
出

P
E
E
p
p
o
)
〈
ロ
mo
ー
ロ
ミ
〉
は
政
論
家
雄
総
家
ハ

P
E
E
-
O
E
E
C
政
治
家

Q
E
S
Eロ
〉
文
章
家
で
左
の
演
説
若

越
が
者
切
で
わ
る
u

叶
}
H
O
ロm
M
M片
岡

O
ロ

Fο
吋
同
町
田
町
三
口
一

mg巳
日
早
田
u
H
4
4
。・

〉
自
由
止
の
包
∞
町
内

8
r
o凶・

5
J
E
'
u・

ベ}
M
O

吋
H
口
ロ
ロ
日
回
目
。
〈
O

F
門
戸

0

3

H

叶円)。・

-
ア
ダ
ム
・
九
ミ
メ
の
止
涯
及
実
智
作
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says 
the 
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of 
B
n
c
h
:
m，
 were a1ways 

his 
mother，
 his 
h
o
o
k
ら
anc1
his 
politicaI 
o
p
i
n
i
o
n
s
-

his 
mother apparcnt1

y
 first 
of 
aII. 
T
h
c
y
 h
a
d
 l
i
n
d
 togcther，
 off ancl 
011，
 for 
sixty 
ycars，
 ancl 
being 
most 
tcnderly 
aHachc<1 

to 
hcr，
 11c 
is 
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de
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sccmccl 
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s
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e
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収
i
ι
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現
実
ト
ト
笠
特
使
"
越
〉
悼
込
沼
健
~
キ

J
~
J
l
“
N
 0，
 
w
e
 w
il1 
stand 
ti1l 
y
o
u
 a
問
自
rst

sea ted ，
 for 
w
e
 are 
all 
y
o
u
r
 
scholars."

ラo
?費
Y
ど
ラ
o
Q
 1格
iと
J
~Q

心
。

拠
が
J
-f:.t 

.~ 
~
占
士
主
代
川
代

Q
，
く
榊
¥Vealth 
of Nations 

み，
~
λ
k
h
h
.
h
4
く
時
制
母

r
-tt-

，
 
，
儲
よ
33
」
D
科
(
降
士
~
~
々
Q

制!l!@
!
2
缶
い
随
時
:
長
波
!
己
ロ
-
.1'¥ 

~< 
~
 
-
霊
長
榊
υ
h
ι
定主

任
!
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2
~
 ~
 ~
 ~
 4-
J
 ru:; 
~
 -
J
い
眠
時
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It 
w
a
s
 b
y
 L
ρrd 
Chatham's 

particu1a
r
 desire 
t1
u
t
 Thucydides 

w
a
s
 
the 
nrst 
G
r
e
e
k
 
book w
h
i
c
h
 .Mr. 
Pitt 
reacl 
after 
he 

c
 m
e
 to 
College. 
T
h
c
 only 
other 
wish 
evcr 
expressed 

b
y
 his 
lordship 
rel
品tive
to 
his 
son's 
stllclies 
w
a
s
 th
司t
“
I
would rcad 

Polybius 
with 
him." 
B
:It
 his 
Ia
test 
a
n
d
 most 
pregnant 

study，
 mo
r
e
 important 

to 
his 
Care
己r
than 
the 
"strange 

rhapsody 

of 
Lycophron，" 

or 
even 
polybius，
 was
 the 
great 
w
o
r
k
 of 
A
c1
m
n
 Smith. 
IIe，
 almost 
alone 
of 
the 

statc~mcn 
of 
that 
d
a
y，
 

ト
~
'
i
・
κ
川
代
G
当
{
自
吋
封
~
}
持
母
士

1 1 
1 
1 
1 



留
者
jf
似
組

1
1
m
 

hacl 
m
江stered
a
n
d
 assimilatecl 

the 
W
e
a
l
t
h
 of 
Nations，
 bcforc 
entering 
public 
lifc. 

A
 graceful 

story 
has 
been told in 

w
h
i
c
h
 
Pitt 
is 
macle 
to 
declare 
his 
in
c1ebtedness 

himseIf. 
D
u
n
d
a
s
 nskecl 
A
c
l
a
m
 Smith 

to 
dinner，
 bllt 
the 
philosopher 

clicl 
not 
arrive 
ti11 
a11 
were 
seatecl. 
W
h
e
n
 h
巴
entered
the 
whole c
o
m
p
a
n
y
 rose 
to 
their 
feet，
 

ancl 
Pitt 
gaily 
exclaimccl，

“
W
e
 w
i11 
stand 
ti11 
yOll 
are 
se
旦tecl，
for 
w
e
 are 
all 
your scholars." 

.(1ρrd 
Rosebury 

:
 Pitt，
 Chapter 1，

 p. 
4.) 

ぷ
!2
J
 
o
h
n
 Richard 

G
r
e
e
n
判
中
総
国
民
鐙
封
(
A
Short 
History 
of the 
E
n
g1i
sh 
People)
終
十

料
Chapter
X
.
 M
o
d
e
r
n
 E
n
g
l
a
n
d，
 Section 
III. 
T
h
e
 S
e
c
o
n
d
 Pitt 

Q
倍
以
~
~
、
ペ
・
代

M
代ラ:]

O~ 
~
 

ι
己
縫
い
銀
Y
い
出
"
'
v
"

T
o
 deal 
wisely 
with such 

a
 growth required 

a
 knowleclge 

of 
the 
laws 
of 
wealth 
w
h
i
c
h
 
wOlllcl 
have 
been 
impossible 

at 

a
n
 earlier 
time. 
But 
it 
h
a
d
 b
e
c
o
m
巴
possible
in 
the 
days of 
Pitt. 
If 
books 
are 
to 
be 
measllrecl. b

y
 the 
effect 
w
h
i
c
h
 they 

have 
producecl 

o
n
 the 
fortunes 
of 
m
a
n
k
i
n
d ，
 th;:
叫
i
Ve:llth
of 
Nations" 

m
u
s
t
 rank 
a
m
o
n
g
 tI1;: 
gr
四
test
of 
books. 
It
s
 author 

w
a
s
 A
d
a
m
 Smith ，
 an 
Oxforcl 
schohr 
a
n
d
 a
 professor at 

G
Ia
s
g
o
w…・

H・
H・...
T
h
e
 b
o
o
k
 w
a
s
 published 

in 
1
7
7
6，
 at 
the 
opening 

of 
the 
A
m
e
r
i
c
a
n
 ¥Var ，
 ancl 
stuclied 
b
y
 Pitt 
during his 

career 
as 
an 
llndergradllate 

at 
Cambridge. 

F
r
o
m
 that 
tim
己
he
own-

e
d
 A
む
m
Smith for his 

master. 
H
e
 h
a
d
 
hardl y
 b
e
c
o
m
e
 
Minister 
before 
he took 
the 
principles 

of 
the 
“W
e
a
l
t
h
 of Nations" 

aS 
the 
g
r
o
u
n
d
b
o
o
k
 of 
hispolicy.... 
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r
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 doubt 
whethcr 
it 
has 
cvcr 
bCCll 
fuily 
dcveloped 

allcl 
su
伍
ciently
explaincd 

but 
in 
the 
writings 
of 
a
n
 
author 
of 
our 

o
w
n
 time ，
 1l0
W
 unfortunately 

n
o
 m
o
r
・c
(1 
meall 
the 
author 
of 
the 
celebratecl 

treatisc 
o
n
 
the 
W
c
a
l
l
h
 of 
Nations)，

 
w
h
o
s
c
 cx-

tellsivc 
with 
the 
history 
of 
c
o
m
m
e
r
c
e
 ancl 
with the 

system of 
political 
ecollomy. 
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a
n
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o
w
e
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to 
a
 society 
1han 
I
 <10
 to 
thc 
University 

of 
Gla
唱
OW.
T
h
e
y
 educated 

m
e
 ;
 they 

sent 
m
e
 to 
Oxford. 
8
0
0
n
 after 
m
y
 return to 

Scotland
，
 they 
el
巴cted
111
巴
one
of 
their 
o
w
n
 m
e
m
b
e
r
s，
 an
d
 afterwards 

preferrc，l
 

m
c
 to 
another 
0
伍
ce，
to 
w
h
i
c
h
 the 
ab
iI
ities 
a
n
d
 virtues 
of 
th
巴
ne¥'cr
to 
b
e
 forgott

ピn
Dr. 
Hutcheso

:1 
J・a
d
given 
a
 superior 

dcgrcc 
of 
iI1l1stration. 

T
h
e
 period 
01 
thirtecn 
years 
w
h
i
c
h
 
I
 spent 
as 
a
 m
e
m
h
e
r
 of 
that 
society，
 I
 re
m
e
m
b
e
r
 as 
b
y
 far 
the 

1110St 
useful
，
 an
d
 thercforc 

as 
Ily
 far 
the 
happiest 

:
m
d
 11105t 
h
O
l1ourable 

period 
of 
111y 
life 
;
 an
d
 110¥¥'，
 after 
threc-and-twcnty 

ycar5' 
absencc ，
 to 
be 
r
e
m
e
m
b
c
r
e
d
 
in 
so 
Ycry 
agrceah1c 

a
 l111nnCr 
h
y
 m
y
 old 
む
icnds
a
n
d
 protectors 

givcs 
m
c
 a
 hc:utfclt 
joy 

w
h
i
c
h
 
I
 cannot 
c
:1sily 
cxpress 
to 
you. 

国
ノ
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B
ミ
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営
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Q
キミ
v

制
!
!
l
~
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~Q
時
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T
h
江t
w
a
s
 thc 
wintcr 
Burns 
w
江s
in 
E
d
i
n
b
、u
g
h，
a
n
d
 it 
w
a
s
 
doubtlcssυwing 

to 
this 
i1I
ncss 
a
n
d
 Smilh'

品
conse
吐
uenl
in-

ahi1i
ty 
to 
go 
into 
society，
 that 
he 
a
n
d
 the 
poet 
never 
mε
t. 
Burns 
obtain

巳d
a
 Ictter 
of 
introduction 

to 
Smith 
f
r
o
m
 thcir 

c
o
m
m
o
n
 friend 

IlIrs. 
D
u
n
l
o
p，
 but writcs 

her o
n
 tIle
 HJth of April 

that 
w
h
e
n
 he callcd hc [ound 

Smith h
a
d
 gonc to 
L
o
n
lIo
n
 

thc 
u
a
y
 be[OI
丸
having
rccov
巳rcd，
as 
w
c
 k
n
o
w
 hc uid，
 sufiiciently 

il1 
spring 
to 
g
o
 u
p
 thcrc 
[or 
thc 
purposc 
of 
consu
1t
ing 

Joh
l1 
Huntcr. 
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c
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a
m
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A(l
九
111
Smith suggcstcd 

1h:lt 
hc 
might gct 

n
 snlt-officcrship; 

Q
n
d
 he 
did 
not 
rcpudiatc 

the 
hint 
of 
1¥1
rs. 
D
u
n
l
o
p
 ()f 

D
u
n
l
o
p，
 an 
Ayrshirc 

lacly 
w
h
o
 
w
a
s
 
hence[orth 

his 
most 
constant 

corresponclents，
 that 
he 
h
a
d
 
contcmplatecl 

buying 
n
 

commission 
in 
the 
army. 

く
C
h
江mbers's
Cyclopaedia of 

E
n
g1i
sh 
Literature，

 vo1. 
II. 
Robert 
Burns 
Q
fS 
p. 
8
Hi.) 

〈
怠
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八
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納
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ピ
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l
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W
i
t
h
i
n
 a
 mo
n
t
h
 of 
Burns's 
arrival 
in 
Eclinhurgh 

he 
w
a
s
 
in 
the 
midst of 

the 
first 
society 
both 
for 
rank a
n
d
 talent. 

Jane，
 Duchess of 

G
o
r
d
o
n，
 then 
the 
leader of fashion in the 

Sc
otch 
metropolis，

 appreciated 
his poetry，

 
a
n
d
 eagerly 
patronized 

h
i
m
.
l
ρ
r
d
 Monbodclo ，

 Dr. Robertson，
 Dr. 
Blair，
 Dr. 
Gregory，
 Dr. 
A
c1
a
m
 Ferguson，

 Mackenzie，
 the 
novelist，
 an
d
 Mr. 
Fraser 

Tytler 
all 
extenc1ecl 
to 
tIle
 1
Ustic 
poet 
the 
wannest an

c1 
m
o
s
t
 generous 

encollragement. 
I-I
e
 wa
s
 not 
spoiled 
b
y
 this 
llniversa 

homage. 
Nothing 

could 
b
e
 
m
o
r
e
 m
a
n
l
y
 a
n
d
 dignificd 

than 
the 
m
:lnner 
in 
w
h
i
c
h
 
h
e
 received 

thc 
praises 
ancl 
attentions 

o[ 
fair 
laaies 
a
n
d
 learnecl 
c1
ivines. 
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商

業

主

経

済

一二

O

忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

又

此

書

に

も

記

す

る

如

く

ギ

ポ

シ

ご

ヒ

ユ

1

ム
さ
は
友
人
で
あ
っ
た
。

ヒ
ユ

I

ム
さ
ギ
ポ
ン
ご
の
関
係
に
就
て
は
此
才
一
日
に
相
蛍
に
書
い
て
あ
る
。

其
ヒ

1

ム

の

親

友

た

る

九

ミ

ス

ご

ギ

ボ

シ

さ

の

友

人

関

係

の

生

子

る

の

は

其

黙

よ

b
見

る
も
砂
田
一
然
で
は
あ
る
ま
い
か
。

十

サ
ハ
ミ
ス
の
母
は
千
七
百
入
十
四
年
に
永
眠
し
.
千
七
百
入
十
入
年
に
は
邑
ωω

ロ
g
m】
訟
が
死

ん

r。
而

し

て

彼

女

等

は

五

十

年

に

亙

り

彼

の

愛

情

の

調

象

(
0
ぷ

2
z
o
ご
H
r
P
3
2
2ロ)
で
占
の

っ
た
。ス

ミ

ス

の

家

庭

的

生

活

は

愈

々

淋

し

く

な

っ

た

。

九
ミ

λ

の

健

康

は

母

の

死

後

著

し

く

表

へ

た

様

で

あ

る

、

買

に

母

の

死

は

λ

ミ
ス
の
精
一
柳

上

及

肉

陸

上

非

常

な

る

打

撃

を

奥

へ

た

。

精
一
脚
上
の
打
撃
は
ス
ミ
ス
が
復
活

2
2
5
5
2一o
p
)

の
信
仰
令
官
失
へ
る
が
如
き
、
彼
の
宗
教
観
又
人
生
視
の
然
ら
し
む
る
虎
な
り
、
ご
て
ス
ミ
ス
に

反

調

の

見

方

を

す

る

人

も

現

は

れ

た

。

し

か

し

九

ミ

久

が

母

の

死

を

悲

し

み

意

気

鈴

沈

せ

し

は

、

彼

の

健

康

の

哀

へ

始

め

既

に

六

十

一

歳

還

暦

に

達

し

て

居

っ

た

事

も

考

慮

に

入

れ

な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

兎

も

角

母

の

死

ケ

悲

し

む

は

人

間

の

真

情

で

、

特

に

孝

心

深

く

老

母

を

奉



じ

て

狗

身

生

活

を

長

く

し

た

λ

、
九
に
取
り
て
蛍
然
で
あ
る
c

九
ミ
ス
は
千
七
百
九
十
年
(
寛
政
二
年
)
腸
守

0
5一
)
に
故
障
を
生
じ
慢
性
腸
疾
忠
に
苦
し
み

衰
弱
す
る
に
至
り
久
し
き
な
や
み
の
後
其
年
の
七
月
十
七
日
(
土
隠
)
に
彼
は
遂
に
永
眠
し
た
。

享
年
六
十
七
歳
。

彼
N

り
大
著
巧

g
一
任
。
「

Z
丘町
0
5
出

版

後

よ

り

十

五

年

を

越

え

ざ

る

に

六

版

密
室
ね
.
欧
洲
の
重
要
な
る
岡
一
訟
に
磁
-
諾
さ
れ
た
。

彼

の

遺

骸

は

キ

ヤ

ノ

ン
グ

1

ト

数

合

墓

地
内

goロ
m
p
g
n
r
c
円のご
R
仏
に
葬
ら
れ
た
。

(
附
註
〉

一、

cgロmhR
致
合
基
地
の
平
面
凶
は
前
波
「
商
栄
之
経
泊
』
第
五
年
第
一
加
の
口
給
に
掲
げ
て
置
い
土
。
そ
れ
は
同
致
合
牧
師
よ
リ

私
が
先
年
同
地
往
訪
の
際
立
。
受
げ
れ
も
の
で
あ
る
。

(
附
註
〉
二
、
『
で
こ
ハ
の
惑
は
詩
人
目
croE
問。出
5
5ロ
ハ
弓

u
?記
〉
の
基
一

ι近
く
、
又
マ
ハ
ミ
ス
の
親
し
か
り
し
エ
ヂ
シ
パ
ラ
大
島
泣
徳
哲
惑
の

数
技
に
し
て
九
ミ
ス
の
死
後
其
生
涯
及
詩
作
ハ
〉
Roz-H門
C門
任
。
口
町
O
P
E
J〈
門
戸

z
q
c同
〉
(
H
P
E
m
E
F
F〉
浴
車
し
れ
ロ
c
m
u
T
H
E
E
2ユ

ハ
H
4
8
1居
留
〉
の
惑
も
誌
か
ら
ね
出
品
に
後
年
連
て
ら
れ
れ
。

詩
人
間
Cげのユ

E
E
u
が
ニ
十
四
践
の
短
命
に
て
混
ぜ
し
諮
伴
の
詩
人
目
出
5
8ロ
た
敬
慕
し
て
主
(
基
に
詣
で
、
依
り
に
並
(
基
の
貧
弱
な
あ

ら
岐
じ
て
、
記
念
の
特
例
め
に
碑
島
建
て
、
主
(
日
r
H
n
E
R
E
-
ω
5
5
に柄。
E
2
σ
同C
F
G
山口口
5
Z
5の
凡
な
あ
ち
弘
一
2
-
u
m
o丘
町
広

C
H
M
L
刻
ぜ
し
事

は
メ
1

シ
メ
俸
に
瓦
え
て
居
る
ハ
の
官
B
Z
5
.
M
G。rv宮
丘
一
白
色
出
口
m
-
Z
H
F
-
R
E
P
S
及
阿
倉
由
三
郎
氏
稿
パ

I
シ
メ
の
詩
詰
緯
容
に
拐
ぐ

z
d
ρ
I
シ
メ
の
比
涯
中
に
も
其
等
た
記
す
〉
。

v

l
氏
ス
ミ
ス
俸
に
は
次
の
如
く
書
い
て
あ
る
。

ロ
ο
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F
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作
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共

中

二

千

二

百

冊

の

書

目

は

Y
E
g
出
O
D
R
氏
編
ス

に
記
載
さ
れ
て
居
る
。

、
『
ハ
戒
宝
日
目
録
(
〉
(
川
伊
豆
諸
口
。
。
ご
宮
ご

Tmwq

。
「
〉
合
ヨ

∞B
一
岳
)

夫

に

よ

れ

ば

英

書

が

三

分

の

一
像
、
偽
書
は
約

分
一
、
-
フ
ァ
ン
、
希
臓
語
及
伊
一
弔
問
の
本
が
同
様
に
三
分
の

で
あ
る
。

共

内

容

は

経

済

書

及

歴

五
分
の

で

他

は

文

義

上

の

書

籍

が

五

分

の

一
、
法
律
、
政
治
及
停
記
書
が
五
分
の

一J
フ
ァ
ン
、
グ

y
I
ク

の

古

典

が

出
品
の
書
物
が
五
分
の

一
、
理
亭
及
哲
等
書
が
五
分
の

で
あ
る
さ
云
ふ
。

三之

、

ス

の

減

書

は

彼

の

永

眠

後

相

緩

人

(rの
山
「
)
た
る
彼
の
従
弟

ロ
ミ
戸
口
o
c
m
-
s
印

ち

後

年

の

V

ザハト

y

卿
(
戸
。
己

HwggHH)
の

手

に

波

h
ペ
レ

λ 

ト

シ

卿

の

死

後

其

二

人

の

息

女

に

分

配

さ
れ
た
。

而
し
て
経
済
書
(
向
。
o
g
E
r
g
o
r
ω
)
は
バ

ン
ナ

I
-マ

ジ
夫
人
(
云
2
・
F
-
5
2
B
S
)
印

も

σ5.mr) 

エ
ヂ
シ
バ
-
プ
の
故
バ
シ
ナ

l

y

教
授
夫
人
(
円
ro
三
伊
良

F
o
F
Z
F九
回
山
口
口
2
2
g
o「
何
色

HHa

の
手
に
渡
り
、
他
の
種
類
の
戒
書
は
カ

-マ

ン

ーー

ン
ガ
ム
夫
人
(
冨
ロ
・
の
ロ
ロ
ロ
{
門
戸
岱
p
g
)

印

も

プ

1ノ

九

ト

ン
.
n
f

シ

久
の
カ
シ

ニ
シ
ガ
ム
牧
師

(HwgJ
〕話円・

の
C
E
H
E
m
r
p
B
丘
町
円
。
ω件。ロ宝ロ
ω)
夫

人

の

手
に
渡
っ
た
。

而

し

て

前

者

は

エ

ヂ

ン

バ
-
プ
市
の
日
向
。
需
の
。
-rmo
の
国
書
館
に
傍
は
り
、
後
者
は
ぺ

Y

プ

ア

司
ハ
ト
の
ク
イ

l
〉ノ

ス・カ

V

ツ
ヂ
の
カ

y
ーー

ン

ガ

ム

数

授

(
司
円

opω
凶

OH1

(川口ロロ門戸同
m
r
ν
5
0
円
。
ロ
0
0
ロば

の。ロ
omo
出
。

-mHω
け

)

の
所
有
に
掠
し
た
ロ

尤

も

千

入

百

七

十

入

年

且

ヂ

ジ

バ

ラ

に

て

貢

物

さ

な

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
生
涯
及
実
著
作

一ー一一一一



商

業

さ

経

済

一
二
四

っ
た
少
部
分
は
其
例
外
で
あ
る
。

又
グ

7

1
グ
J

ブ
ア
ジ
語
の
書
籍
は
カ
シ
ニ
シ
ガ
ム
教
授

の
屈
す
る
大
卒
の
問
書
館
に
同
教
授
に
よ

b
寄
贈
さ
れ
た
。

而
し
て
カ
シ
ニ
シ
ガ
ム
殺
授
、
水
限
後
其
ス
ミ
九
宮
殿
書
は
千
九
百
十
入
年
倫
敦
の
害
時

(
声
。
出

g
・ロロ一

gmw
の
0

・
ピ
仏
-u

円
o
E
o
p
)
に
去
ら
れ
、
そ
れ
よ

b
千
九
百
二
十
年
新
渡
戸
博
士
は
購

入
し
て
来
京
帝
岡
大
卒
経
済
苧
部
に
寄
贈
せ
ら
れ
た
事
を
、
私
は
大
正
十
年
夏
山
崎
博
士
よ

り
聞
き
早
速
一
箆
し
た
。

其
等
の
書
籍
は
昨
年
の
関
東
大
震
災
に
沼
ひ
し
も
幸
じ
焼
失
を

免
れ
た
ご
の
事
で
あ
る
。

此
久
ミ
ザ
ハ
容
所
戒
本
は
昨
年
六
月
九
ミ
ス
生
誕
二
百
年
記
念
合

に
於
て
来
京
帝
国
大
卒
に
開
催
の
展
覧
舎
に
出
附
臥
せ
ら
れ
た
ご
の
事
で
、
岡
家
苧
合
雑
誌
大

正
十
二
年
皮
七
月
続
に
其
者
名
が
掲
載
さ
れ
て
居
る
。

又
其
前
に
大
正
十
年
二
月
末
京
帝

岡
大
卒
経
済
挙
部
経
・
友
合
後
行
の
雑
誌
(
絞
友
」
第
或
鋭
に
ス
ミ
久
文
庫
の
お
足
(
並
に
山
崎
博

士
の
紹
介
文
が
載
せ
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
の
苔
減
書
の

エ
ミ

1

Y

(

何日一一
ο)
第
一
忽
(
吋
O
B
O
H
・
)
は
倫
敦
の
す
一
日
障
に
支
ら
れ
た
さ
見
え
我
左
右
田
喜
一

一
つ
で
白
山
口
5
5
2
氏
に
停
は
っ
て
居
た
ご
稗
せ
ら
る
、
同
0
5忠
告
著

郎
氏
に
よ

b
只
求
め
ら
れ
て
、
九
ミ
ユ
生
誕
二
百
年
記
念
合
に
東
京
帝
岡
大
問
中
に
於
け
る
反

覧
舎
に
出
陳
さ
れ
た
様
で
あ
る
(
岡
家
早
合
雑
誌
大
正
十
二
年
七
月
説
会
照
)
C

然
る
に
之
は



左
右
田
博
士
の
多
く
の
減
書
ご
共
に
焼
失
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
残
念
な
事
で
あ
る
。

私

は

多

分

此

書

さ

同

一

書

の

倫

敦

一

害

時

峠

目

録

に

出

た

の

を

見

て

早

速

注

文

し

た

が

手

に

入
ら
な
か
っ
た
、
左
右
田
博
士
が
早
く
先
に
只
は
れ
た
が
た
め
で
あ
っ
た
さ
見
え
る
。

兎

も

角
焼
失
し
た
さ
す
れ
ば
残
念
で
あ
る
。

彼
は
生
前
五
額
の
股
入
を
得
て
居
っ
た
が
、
隠
れ
て
慈
善
ケ
行
ひ
、
遺
産
は
蔵
書
以
外
思
ひ

し
よ
り
も
少
な
か
っ
た
。十

ス
ミ
ス
生
前
の
二
著
述
叶
z
d
H
O
o
q
0
2
宏
之
ω
o
E
5
2宮
(H48)
及
び
巧
8
5
0「
Z
P円一
Oロ
ω(H44G)

の
外
に
、
ス
ミ

λ

の

死

後

出

版

さ

れ

た

3
8
3
8
3一一
2
0
1戸一
g-
テ
立
0
2
(
ロ
ヨ
)
、
及
び
ス
ミ
ス
永

限
後
百
伶
年
ケ
経
た
千
八
百
九
十
六
年
(
明
治
二
十
九
年
)
初
め
て
出
版
の
円
2

5・0
ω
Oロ
』
己
主

β

吋
乙
一
の
め
w

]山

ο〈
S
c
o
p
-
H〔
】

〉

円

HHMω(]
∞。。)
等
に
就
て
も
論
争
ぺ
き
事
あ
れ
芝
、
年
終
に
暮
れ
な
ざ
し

て
執
筆
の
除
熔
な
き
故
、
ぞ
れ
等
λ

ミ
λ

の
著
作
論
惑
に
就
て
は
次
鋭
に
譲
る
事
ご
す
る
。

ハ
未
完
)
〈
以
上
大
正
十
三
年
の
器
稿
了
〉

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
生
涯
及
共
著
作

一
二
五




